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成果の概要／Surendra Kumar Dhaka 
 
 
 2014 年 7 月 1 日から 8 月 1 日まで、京都大学教育研究振興財団の助成を受けて、京都大

学理学研究科・地球惑星科学専攻・地球物理学教室の余田研究室で招聘研究者として共同

研究を進めた。共同研究のテーマとなったのは、成層圏突然昇温と高度４０ｋｍまでの気

温構造とその季節変化である。 
 我々は、電波掩蔽に基づく COSMIC 衛星（６つの衛星のグループ）の技術を活用した。

まず最初の試みとして、圏界面上部の最冷地帯の考査を行ったところ、それまで考えられ

ていた温度よりさらに低いということが判明した。 
 北極から南極までの全球の数値を示す気温グラフを見ると、グラフの垂直方向の構造は、

緯度が違う地域では違った形状を示している。そして、地球の大気は以下の３つのゾーン

で異なる特徴を示している。 
 

１．北緯 30 度－南緯 30 度 
２．北緯 30－45 度、南緯 30 度－45 度 
３．北緯 30－45 度、南緯 30 度－45 度 

 
これらの研究について、日本滞在中に余田教授と研究討論を重ねたことにより、以下の

論文を発表することができた。（本報告書に資料として一ページ目を添付） 
 
On the occurrence of the coldest region in the stratosphere and tropical tropopause 
stability: A study using COSMIC/FORMOSAT-3 satellite measurements, V. Kumar, S.K. 
Dhaka, R.K. Choudhary, Shu-Peng Ho, S. Yoden, K.K. Reddy,  
Journal of Atmospheric and Solar-Terrestrial Physics 121 (2014) 271–286, 
http://dx.doi.org/10.1016/j.jastp.2014.10.007 
 
また、7 月 28 日から帰国までは、札幌で開催された”Asia Oceania Geosciences Society 

(AOGS) 11th Annual Meeting” に、「中層大気科学セッション」のコンビーナーとして参

加し、同セッションのメンバーでもあった余田教授と共に、アジア・オセアニアで同じ研

究テーマに取り組んでいる研究者との意見交換を行った。 




